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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月6日(2008.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側面を有し、部分的に液状化可能な組成物の層を含む感光性エレメントからレリーフ
パターンを形成するための装置であって、
　前記層の一部を部分的に液状化させるに十分な温度に前記外側面を加熱するための手段
と、
　現像媒体を支持して前記部分的に液状化した部分に隣接する前記外側面に接触させる手
段と、
　前記現像媒体と前記支持手段との相対移動を行わせる手段と、
を具え、前記支持手段が前記部分的に液状化した部分の反対側で前記現像媒体に接触する
非回転面を具えている装置。
【請求項２】
　外側面を有し、部分的に液状化可能な組成物の層を含む感光性エレメントからレリーフ
パターンを形成するための方法であって、
　前記層の一部を部分的に液状化させるに十分な温度に前記外側面を加熱するステップと
、
　現像媒体を支持して前記部分的に液状化した部分に隣接する前記外側面に接触させるス
テップと、
を具え、前記支持ステップが前記部分的に液状化した部分の反対側で前記現像媒体を非回
転面に接触させるステップと、前記現像媒体と前記非回転面との相対移動を行わせるステ
ップとを有している方法。
【請求項３】
　前記感光性エレメントを化学線に曝露するステップをさらに具えた請求項２の方法。
【請求項４】
　請求項３の方法によって作成されたフレキソ印刷フォーム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、外側面を有し、部分的に液状化可能な組成物層を含む感光性エレメントから
レリーフパターンを形成するための装置を提供する。この装置は、前記層の一部を液状化
するに十分な温度に前記外側面を加熱する手段と、当該液状化部分に隣接する前記外側面
と接触するよう現像媒体を支持する手段と、前記現像媒体と前記支持手段との相対移動を
生じさせる手段と、を具え、前記支持手段が前記液状化部分の反対側で前記現像媒体に接
触する非回転面を有している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の他の形態は、外側面を有し、部分的に液状化可能な組成物層を含む感光性エレ
メントからレリーフパターンを形成するための方法を提供する。この方法は、前記層の一
部を液状化するに十分な温度に前記外側面を加熱する工程と、当該液状化部分に隣接する
前記外側面と接触するよう現像媒体を支持する工程と、を具え、該支持工程が前記液状化
部分の反対側で前記現像媒体を非回転面に接触させる工程と、前記現像媒体と前記非回転
面との相対移動を生じさせる工程と、を有している。また、本発明は、かかる方法によっ
て作成されたフレキソ印刷フォームに存する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　熱現像後には、後続のシーケンスにおいて、フレキソ印刷フォームを後曝露（post exp
osed）および／または化学的もしくは物理的に後処理し、フレキソ印刷フォームの表面の
粘着性を除去（detackify）することができる。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
［１］
　外側面を有し、部分的に液状化可能な組成物の層を含む感光性エレメントからレリーフ
パターンを形成するための装置であって、
　前記層の一部を部分的に液状化させるに十分な温度に前記外側面を加熱するための手段
と、
　現像媒体を支持して前記部分的に液状化した部分に隣接する前記外側面に接触させる手
段と、
　前記現像媒体と前記支持手段との相対移動を行わせる手段と、
を具え、前記支持手段が前記部分的に液状化した部分の反対側に非回転面を具えている装
置。
［２］
　前記支持手段が非円筒状の支持部材を具えている［１］の装置。
［３］
　前記支持手段は支持部材を具え、該支持部材の断面形状が楕円形状、弧形状、放物線状
、円形状、半円形状、楔形状、三角形状、長方形状および多角形状を含む群から選択され
ている［１］の装置。
［４］
　前記支持手段がさらに支持部材を具え、該支持部材がこれを加熱する手段を有している
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［１］の装置。
［５］
　前記非回転面が平面および弧状面を含む群から選択されている［１］の装置。
［６］
　前記非回転面が弧状であり、凸面および凹面を含む群から選択され、前記凹面が前記外
側面の一部に適合している［５］の装置。
［７］
　前記非回転面が４０ｍｍ未満の曲率半径を有している［１］の装置。
［８］
　前記非回転面が８ｍｍないし１５ｍｍの曲率半径を有している［１］の装置。
［９］
　前記非回転面が突出縁を具え、これを前記現像媒体が通過するようにした［１］の装置
。
［１０］
　前記支持手段は１以上の非回転面を具え、その各々が同等または異なる曲率半径を有し
ている［１］の装置。
［１１］
　前記支持手段は１以上の非回転面を有する支持部材を具え、さらに、当該１以上の非回
転面の各々を前記外側面に隣接する位置に位置付けるよう前記支持部材を割り出すための
手段を具えている［１］の装置。
［１２］
　前記支持手段が支持部材を具え、該支持部材が半円形状の断面形状を有するとともに、
前記非回転面に一致する円筒状面部分を有している［１］の装置。
［１３］
　前記支持手段がさらに前記支持部材の強化手段を具えている［１２］の装置。
［１４］
　前記円筒面部分が４０ｍｍ未満の曲率半径を有している［１２］の装置。
［１５］
　前記支持手段が支持部材を具え、該支持部材が円形状の断面形状を有するとともに、前
記非回転面に一致する円筒状面部分を有している［１］の装置。
［１６］
　前記非回転面の反対側で前記支持手段を強化するための手段をさらに具えている［１］
の装置。
［１７］
　前記感光性エレメントを支持するための手段と、
　前記現像媒体を前記外側面に提供するための手段と、
をさらに具えている［１］の装置。
［１８］
　前記支持手段を移動させるための手段をさらに具えている［１］の装置。
［１９］
　前記現像媒体を前記外側面から除去するための手段をさらに具えている［１］の装置。
［２０］
　前記現像媒体に張力を付与するための手段をさらに具えている［１］の装置。
［２１］
　前記組成物層の前記液状化した部分が少なくとも前記現像媒体に吸収されるようにする
に十分な圧力をもって、前記感光性エレメントおよび前記現像媒体を押圧して接触させる
手段をさらに具えている［１］の装置。
［２２］
　前記感光性エレメントが光重合性印刷エレメントである［１］の装置。
［２３］
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　前記加熱手段が、
　前記現像媒体が前記組成物層に接触する位置に隣接して前記組成物層の前記外側面を加
熱する第１加熱手段であって、前記層の前記外側面に適合した加熱を行う第１加熱手段と
、
　前記現像媒体が前記層の前記外側面に接触しているときに、前記外側面を加熱可能な温
度に前記現像媒体支持手段を加熱する第２加熱手段と、
　前記感光性エレメントを支持するための手段を、前記外側面を加熱可能な温度に加熱す
る第３加熱手段と、
　前記第１加熱手段および前記第２加熱手段の組合せと、
　前記第１加熱手段および前記第３加熱手段の組合せと、
　前記第２加熱手段および前記第３加熱手段の組合せと、
　前記第１加熱手段、前記第２加熱手段および前記第３加熱手段の組合せと、
を含む群から選択され、
　前記第１加熱手段、前記第２加熱手段および前記第３加熱手段が個別に、または前記組
み合わせにおいて、前記組成物層の外側面を前記相の液状化が生じるに十分な温度に加熱
可能である［１］の装置。
［２４］
　外側面を有し、部分的に液状化可能な組成物の層を含む感光性エレメントからレリーフ
パターンを形成するための方法であって、
　前記層の一部を部分的に液状化させるに十分な温度に前記外側面を加熱するステップと
、
　現像媒体を支持して前記部分的に液状化した部分に隣接する前記外側面に接触させるス
テップと、
を具え、前記支持ステップが前記部分的に液状化した部分の反対側で非回転面を接触させ
るステップと、前記現像媒体と前記非回転面との相対移動を行わせるステップとを有して
いる方法。
［２５］
　前記支持ステップが非円筒状の支持部材を用いる［２４］の方法。
［２６］
　前記支持ステップが支持部材を用い、該支持部材の断面形状が楕円形状、放物線状、弧
形状、円形状、半円形状、楔形状、三角形状、長方形状および多角形状を含む群から選択
されている［２４］の方法。
［２７］
　前記非回転面が平面および弧状面を含む群から選択されている［２４］の方法。
［２８］
　前記非回転面が弧状であり、凸面および凹面を含む群から選択され、前記凹面が前記外
側面の一部に適合している［２７］の方法。
［２９］
　前記非回転面が４０ｍｍ未満の曲率半径を有している［２４］の方法。
［３０］
　前記非回転面が８ｍｍないし１５ｍｍの曲率半径を有している［２４］の方法。
［３１］
　前記非回転面の突出縁を前記現像媒体が通過するようにするステップをさらに具えた［
２４］の方法。
［３２］
　前記支持ステップは、１以上の非回転面を有する支持部材によって前記現像媒体を支持
するステップを具え、前記１以上の非回転面の各々が同等または異なる曲率半径を有して
いる［２４］の方法。
［３３］
　前記支持ステップは、１以上の非回転面を有する支持部材によって前記現像媒体を支持
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するステップを具え、さらに、当該１以上の非回転面の各々を前記外側面に隣接する位置
に位置付けるよう前記支持部材を割り出すためのステップを具えている［２４］の方法。
［３４］
　前記支持ステップは、前記非回転面に一致する円筒状面部分を有している半円筒状の支
持部材によって前記現像媒体を支持するステップを具えている［２４］の方法。
［３５］
　前記円筒面部分が４０ｍｍ未満の曲率半径を有している［３４］の方法。
［３６］
　前記非回転面を強化するステップをさらに具えている［２４］の方法。
［３７］
　前記感光性エレメントをベース部材上に支持するステップと、
　前記現像媒体を前記外側面に提供するステップと、
をさらに具えている［２４］の方法。
［３８］
　前記非回転面をもつ支持部材を移動させるステップをさらに具えている［２４］の方法
。
［３９］
　前記現像媒体を前記外側面から除去するステップをさらに具えている［２４］の方法。
［４０］
　前記現像媒体に張力を付与するステップをさらに具えている［２４］の方法。
［４１］
　前記組成物層の前記液状化した部分が少なくとも前記現像媒体に吸収されるようにする
に十分な圧力をもって、前記感光性エレメントおよび前記現像媒体を押圧して接触させる
ステップをさらに具えている［２４］の方法。
［４２］
　前記感光性エレメントが光重合性印刷エレメントである［２４］の方法。
［４３］
　前記加熱ステップが、
　前記現像媒体が前記組成物層に接触する位置に隣接して前記組成物層の前記外側面を加
熱する第１加熱ステップであって、前記層の前記外側面に適合した加熱を行う第１加熱ス
テップと、
　前記現像媒体が前記層の前記外側面に接触しているときに、前記外側面を加熱可能な温
度に前記非回転面を加熱する第２加熱ステップと、
　前記感光性エレメントのためのベース部材を、前記外側面を加熱可能な温度に加熱する
第３加熱ステップと、
　前記第１加熱ステップおよび前記第２加熱ステップの組合せと、
　前記第１加熱ステップおよび前記第３加熱ステップの組合せと、
　前記第２加熱ステップおよび前記第３加熱ステップの組合せと、
　前記第１加熱ステップ、前記第２加熱ステップおよび前記第３加熱ステップの組合せと
、
を含む群から選択され、
　前記第１加熱ステップ、前記第２加熱ステップおよび前記第３加熱ステップが個別に、
または前記組み合わせにおいて、前記組成物層の外側面を前記相の液状化が生じるに十分
な温度に加熱可能である［２４］の方法。
［４４］
　前記感光性エレメントを化学線に曝露するステップをさらに具えた［２４］の方法。
［４５］
　前記曝露ステップが既存マスクを介した、光ツールを介した、またはレーザによる、像
形成を行う［４４］の方法。
［４６］
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　［４４の方法によって作成されたフレキソ印刷フォーム。
［４７］
　前記非回転面が固定されている［１の装置。
［４８］
　前記非回転面が軸のまわりに１回転未満の回動を行う［１の装置。
［４９］
　前記非回転面が固定されている［２４］の方法。
［５０］
　前記非回転面が軸のまわりに１回転未満の回動を行う［２４］の方法。
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